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(1)は じめ に

時代 がますます進展 してい く中で高度 な情報機器が発達 し、我 々は茶の間に居 るだけで

世界各地のニュー スを手に取 るように見 ることがで きるようになった。

また一方では人 はます ます流動化 している。 日本人 の海外渡航者数 も年間1,200万 人 を

越 したが、 この数 はまだまだ増加す る傾向にある。現在世界中の航空路の乗客は年間10億

人だが、2000年 までには現在 の倍の20億 人 にな るといわれている。 これはつ まり毎月600

万人の人々が地球上を飛び回 るとい うことだ。

激増 す る旅行 のおかげで、北 アメ リカ、 ヨー ロッパ、環太平洋地域における交流は未曾

有 のペースで行 われてお り、経済 は 日を追 ってボー ダレス化 している。世界の各都市は、

いた るところで国際的 な感覚 をもった若者文化 を見 ることがで きる。

このよ うに21世 紀 は、世界の人 と人 とのグローバルなネ ッ トワー クが広が り、 コ ミュニ

ケー ションの重要性 は欠かせない もの となる。 まさに 「コミュニケーシ ョソの時代」の到

来 となることだろ う。

さて本編では実際的な コミュニケー ショソの技術、即ち 「スピーチ」 「プレゼンテーショ

ソ」そ して最近注 目されだ した 「デ ィベー ト」についてその技術的な点を中心 に述べてい

きたい。

(2)成 功 す るス ピーチ術

日本におけ るスピーチとは演説 とか弁論の ことを意味 し、その方法 、技術 についての学

問は体系だて られた ものは少ないが、欧米には コミュニケーシ ョソ学 のなかに、ス ピーチ

戦略論 とい ったものが存在 し、どの ように した ら有効なス ピーチがで きるかといった こと

が、長 い間研究の対象 となっている。

ス ピーチ学の定義 を述 べるとすれば、言葉の刺激 とその反応、意識づけと行動の関係 を

研究す る学問で、話 し言葉の刺激を受けた相手が、 どのよ うな反応 を示 し、その話 をどの
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ように価値つげ、 どのよ うな行動に出るかを研究す る学問であ る。

さて前置 きは これ ぐらいに して、 ここでは成功す るスピーチ術 とい うテーマで話を進め

てい きたい。

まず スピーチを頼 まれた場合その依頼 された理 由 と経緯 をよ く確認 してか らス ピーチ原

稿の準備 に入 ってほ しい。

つ まり

A聴 衆の予備知識

年齢層

人数

男女構成

属性

理解 力

テーマに対す る興味

聴衆 は何人程度で、年齢層 は何才位の人 か(年 によって興味 が異なる)、 また男女構成

の比率や属性、つま り会社 の役員 クラスなのか従業員、または中堅管理職 なのかに よって

理解力 も自ず と変わ って くる。

また医師会や会計士会 などの専門知識 を持 った グループに話 をす る場合は、内容をよ く

吟味す る必要があ る。

人数 に よって も大 きくその成果 が左右 され る。100人 程度 と聞か されていて実際行 って

み ると4～50人 で気持 が萎 えて しまった り、逆 に予想 よ り多 くの人が集 まって、用意 した

資料の数が間に合わなかった りして も講演者は動揺 した りす るので、 あ らゆる事 を想定 し

て準備を してお くことが大切で ある。

また講演の時間帯 も成功 の可否に大 き く左右す ることがある。

それは朝食時か、午前 中か、昼食 の直前か最中か、それ とも昼食後 か、 または午後 の中

頃か夕刻か夜か、 とい うことを考 えておかねばな らない。

朝食会の場合は、出席者 は終 了後ただちに仕事へ戻 りたいだろうし、昼食前や夕食前 の

時間帯 にダラダラ長 い話を して も理 由は先 と同 じことで時間が気になっているので誰 も真

剣 に聴 いて くれ ないだろ う。昼食後 のスピーチは一番ハソデ ィを背負 った時間帯で ある。

なぜな ら人間誰 しも腹の皮がは ると目蓋 の皮がたるむか らである。

以上 のよ うな理 由で、聴衆はふつ うそ うい う気持で座 ってい ると考 えてお くことがよい

だろ う。 もしこちらか ら時間を指定す ることが出来 るな らば、 これ らの時間帯 の特性 を考

えて、頭 のス ッキ リして いる午前中か、午後 の昼食 のこなれた時刻、 または夕食後 の時間

を頼む とよい。

また時間の配分 も重要 な要素で ある。90分 とい うことな ら、司会 の紹介 から後壇す るま
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でを含むのか、正味 スピーチ90分 なのか相談 を してお く必要がある。

通常は司会の紹介か ら演説者 が後壇す るまでの時間で講演時間 を示す ことが多い。従 っ

て終了後質問を受け るのか、また熱 が入 って も しス ピーチの時間が延びた場合、何分程の

超過 が認 められ るか とい うことも確認 しておいた方が良い。

講演 日の主催老側 の一 日のスケ ジュールを確認 してお くことも忘れてはならない。講演

者のス ピーチが一本立てな ら他に影響 はないが、 も しスピーチの前後に他のパネルデ ィス

カ ッショソや他の講演が予定 されてい る場合は他の出演者や会 の運営 に協 力 して必ず時間

を守 ることが、良いスピーカー としての基礎的なマナーである。

B現 場でのチ ェック事項

会場の広 さと音響

マイクの感度

演台 とその明 るさ

舞台 と会場 の照明

控室 と トイ レ

スライ ドやOHPの 機器

配布資料

講演 日当 日は、少な くとも30分 前 に会場へ足を運んで会場 のチェックを してほ しい。遠

方 などの場合、前 日か ら出向 くことも可能であ るが、残念なが ら講演前 日に会場 をのぞい

て も、 自分の講演の準備はよほど大 きな講演会でない限 り、当日直前でない とで きないの

が通例であ る。

会場 についた ら、まず第一 に自分が使用す る演台 をチェック してほ しい。原稿 を読む場

合は手元が十分明るいことが必要である し、また演台か らの会場を見 わた してお くと本番

でい きな り登壇す るよ りい くらか気分的な余裕 を もた らして くれ る。

マイクの位置、それから感度 もスピーチを成功 させ る上で大変重要である。 あ らか じめ

演台に上 った時 にチャッカ リ自分の高 さにマイ クの位置 を調節 してお くぐらいの余裕 があ

れば、ス ピーチは うまくスター トす ることがで きよう。会場 の広 さや音響、舞台 と会場 の

照明などのハー ドについて不備な点が見 つか った と して もこちらから急 な変更 を頼 むわけ

にはいかないかも知れないが、出来 るだけ司会や進行係 の人 とコミュニケー ションをとっ

て、音響や照 明についての注文 も聞 き入れて もらえ るように心 がけてお くと予期 せぬ こと

が起 った場合 などに処理 が しやす い。

スライ ドやOHPを 使 う場合は、 どうして も助手の助 けが必要 となる。 また準備に手間

どることになるので早 い 目の時間か ら入念 な用意 を怠 らない よう心 がけ るべきであ る。

特 にスライ ドやOHPの 説 明は時間の流れの調節がむつか しいので、原稿 を読みなが ら

の練習を してお くとよいだろ う。
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Cス ピーチについて

さていよいよス ピーチの内容 についてふれてい く。バーバル コミュニケー シ ョンでは聴

衆が何を聞 きたがっているか とい うことを明確 に してお くことが肝要である。 つま り自分

がそ もそ もど うい う理 由で講演 をす ることになったのか とい う原点 に立 ち戻 って論 旨を考

え、むだな事は一切はぶいて しま う方 がよい。 ちなみに英 国人のス ピーチの三原則は

Short(短 く)

Sense(セ ソスを生か して)

Salt(塩 気を ピ リッときか して)

の3Sだ そ うだ。

この3Sを 頭に入れ なが ら90分 のスピー チの内容を考 えてい く。 テーマに則 って レジュ

メを用意す るのも効果的だ。話 は

三段階法(序 論 ・本論 ・結論)

四段階法(起 ・承 ・転 ・結)

五段階法(導 入 ・話題の提供 ・主題の提示 ・主題の展開 ・結論)

などの方法が代表的な展開の しかたで あるが、話題はあま り横道 にそれず、 自分が本 当に

しゃべ りたい ことを 自問 して、分か りやす く説明す るつ もりで準備す るくらいがよい。

この他 にも人の頭に整理 されやすい方法 として

時系列 の順序

や さ しいことか ら重要な ことの順序

既知 の ことか ら未知 のことへの順序

原因か ら結果への順序

一般的 なことか ら特殊な ことへの順序

アル ファベ ッ トや50音 の順序

などを応用 して訴 えてい く、いずれに して も制限時間 が90分 と した場合、話題 の数はせい

ぜい三つか ら五つまでで、それ以上多 くを望 む ことは困難 と考 えるべきである。

テーマについて も聴衆の レベルに合わせて考 えるべ きで、決 して 自分の知識の豊富 さを

ひけ らかす ような内容 にすべ きではない。

何故 ならス ピーチの良否はすべて聴衆 にゆだね られてい るか らである。 テーマ と話の構

成が決 まった らそのい くつかの見出 しだけを書 き出 して レジュメにす るとよい。 それを見

なが ら話 を聞 く聴衆 は理解度が増す ことになる。

スピーチ原稿の構想 を練 る段階で多 くの統計 や古事来歴、有名人の名句などを引用す る

場 合がある。統計数値の引用はな るべ く丸味を持たせ るなど、なるべ く聴衆 に分か りやす

い方法で紹介す るとよい。 また例話の引用は 自分の体験談やその場 にいる人 をさかなにソ

フ トなユーモアをまじえて紹介す ると成功す る場合が多い。
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たまには聴衆 に問いかけをす るの も効果的である。 「皆 さんな らど うします か」 「皆 さ

んで も、 ここまで言 えばお分か りで しょう」 「皆 さんで も、 こんな経験はお持 ちで しょう」

また主婦 ならこ う考 えているとい うような時 は、私 は 「私 の家内はいつもこうです」 と

話す とソフ トに真意が伝わ って うま くい く。

こうい うふ うに構成 ができるとあとは しめ くくりの結論をどうまとめるか考える。 スピー

チにとって 「最後の5分 間」は、聴衆 によい印象を与 えて終れ るかど うかの大事な時間で

ある。

誠実 な言葉で終 るのか、説得力 のある言葉 で皆に うったえるのか、 もう一度全体 をまと

めて、 自分 が講演 した ことによ り何を言いたかったのかを最後 に強調 して終 るのか、いず

れに して も結語は大変重要である。

Dス ピーチの ノンバーバル分野 について

これ までのところはス ピーチのバーバルな部分 について述 べたが、 ノンバーバル な分野

での留意点 もコミュニケーシ ョンの効果をあげ る上では見のす ことがで きない大切 な要素

である。 それ らは

速度

抑揚

発音

声量

リズム

つなぎ言葉

ジェスチ ャー

アイ コソタク ト

な どで、ス ピーチの原稿 がで き上 ると声を出 して読む練習をす ると良い。 日本語 は書 き

言葉 と話 し言葉が微妙に異 なるので、 自分の言葉で喋 りに くい箇所をチェ ックしてお くこ

とが大切だ。

速度は少 しゆ っ くり目が良い。少ない言葉で低い声で話 して同 じ効果があればそれが最

も望 ま しい話 し方 である。

抑揚 とは言葉に こめ られ る感情の表現の ことで、大勢 を前に してのときは大 きな抑揚 を

つけるのがよい。一本調子の話 し方 とど うして も内容が立派だと しても聞 き手はあきて し

まう。聴衆 は起伏 に富んだ うね りのあるダイナ ミックな話 に魅 かれ るのである。

聴衆の中にはつい うっか りうたた寝 を して しまう人 もいる。 これでは良い話を していて

も意味がない。なるべ く全部 の人に聞いて もらうために言葉は明瞭にそ して十分声量 のあ

る声で発音す るよう心 がけてほ しい。

「あ一」や 「え一」 とい うつなぎ言葉 もたび重なると耳 ざわ りである。一流のスピーカー
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になるほどこのつな ぎ言葉は聞 かれない。 これが入ることによって話の リズムを こわ して

しま う危険性がある。

ジェスチャー も印象づけを助 ける大切 な役割を もつ。 もともと大 きさや長 さ、上下など

の方向、 ものの形や動 きなどはで きるだけ具体的に ジェスチャーで示す と効果的であ る。

なかには拳 を上にあげて 自分のパワーを誇示す るといった ような ことも可能だ。

アイコソタク トもスピーチを しなが ら聴衆 との コ ミュニケー シ ョソをはかる大変重要 な

技法で ある。人は五感 の印象度 の中で、 目か ら受け る刺激 の強 さが最 も大 きい。従 って講

演者は聴衆 か らな るべ く目をそ らさないよ う努力すべ きである。

同 じ所 を見つめ るのではな く、5～6人 のブ ロックを一つの単位 と して ジクザ グまたは

Z型 に、会場全体 の人に くまな く目線 を送 りなが ら喋 ることがで きた ら、ス ピーカー も聞

き手 の うなず きや話の理解度が 自然 に分 かって くるのであ る。

私 は、NHKの 磯村 尚徳 さんが、400人 の聴衆 の前 にアイ コソタク トを とりなが ら笑顔

で素晴 らしい講演を されていた ことを今で も忘れ ないのであ る。

以上述べて来た ような ことが成功す るス ピーチ術の一端である。 ス ピーチ コミュニケー

シ ョソで大切 なことは、やは り話 し手の熱意 と意欲だろ う。 自分 自身の感動の体験 を誠意

をもって伝え ることができれば、必ず聴衆側 もその感動を分ち合 うことがで きるのである。

(3)効 果 的 なプ レゼ ンテー シ ョン

未来学者のネスビ ッツは 「トゥエ ソテ ィハソ ドレッ ド」の中で、人間が労役のかわ りに

個人の創造性を通 じて 日々の糧を手 に入れ るとい う新 しい黄金時代はすでに到来 してい る。

20世 紀 を締め くくる大 きな統一テーマは 「個人の勝利」で あると述べている。

この ように トレソ ドは新 しい世界化 と新 しい個人の時代へ収束 してい く中で、 自らをプ

レゼソテーシ ョソ してい くとい う能力は非常 に重要 にな って くる。

「プ レゼソテーシ ョソ」 とい う言葉は当初 日本では広告会社 が得意先 に対 して広告 の計

画案を提案す る技法 と解釈 されていたが、実際の ところはマーケテ ィソグの技法の一種で

はな く欧米 などでは広 く話 し手の 目的意図を聞 き手 に伝達 して、その聞 き手に積極 的な動

機 づけを行 うコ ミュニケー シ ョソの方法 と して とらえられてい る。

推定によれば経営者 の一 日の時間の94%が コミュニケーシ ョソ関連の活動に使われてい

るとい う。

従 ってその応用範囲は広 く次の ような場面 に適用 され る。

商談

新製 品発表会

工場 見学

入社説 明会
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会議

学 会 発表

研 修 会

この よ うに プ レゼ ソテー シ ョソはい ろ い ろな局面 で活 用 され るので あ る。 ち なみ に私 が

学 ん だ ア メ リカの ビジ ネス ス クー ルで の、 ク ラスで の研 究発 表 もプ レゼ ソテー シ ョソと呼

ば れ て いた。

広 い意味 で は ス ピー チの技 術 とそ の手 法 にお いて は大 き く変 わ らない が、一 番 異 な る点

は 、 プ レゼ ンテー シ ョソの場 合 は話 し手 側 に もなん らかの 目的 が あ る こと、 そ して それ を

聞 き手側 に伝 えて なん らかの 意思 決定 の行動 を起 こ させ る ことを主 眼 と して い る こ とで あ

る。

つ ま りス ピー チは 比較 的 広 い範 囲 の一 般聴 衆 に向 って話 力 を披 渥 す るの に対 し、 プ レゼ

ソテ ー シ ョソは限 られ た対 象 に、 あ る 目的 を もって説 得 す る コ ミュニ ケー シ ョソで あ る。

プ レゼ ソテー シ ョソにお い て必要 な三 つ の要 素 は

Program(内 容)

PresentationSkill(話 し方、 伝 え る技 術)

Personality(話 し手 の人柄)

の3Pと いわ れ る。

Aプ ログ ラム

プ レゼ ソテ ー シ ョソの対象 者 は 限定 されて い る。 しか も限 られ た時 間 内で 「イ エ ス」 を

勝 ち取 る説 得的 なプ レゼ ソテ ー シ ョソを行 うた め には企 画段 階 にお いて の充 分 な検討 が鍵

をに ぎ って い る。 プ レゼ ソテ ー シ ョソの企 画 は設 定 された課 題 に対 して

(1)メ イ ンポ イ ン トを抽 出す る。

一番 中心 にな るテー マ を絞 りこんで
、具 体的 な 目標 とな るよ うな理 論 を構築 す る。

(2)サ ブ ポイ ソ トの確 立 をす る。

メイ ソポイ ン トを補 う資 料 や統 計 な どを調 査 、 分析 す る。 資料 は新 しい もの を選

び 、主 題 か ら離 れ て い る ものは で きるだ げ省 く。

(3)相手 に と って の メ リッ トを考 え る

プ レゼ ソテ ー シ ョソの成 否 は 、相 手 に と って有益 で あ ったか ど うか で決 ま る。 い

くら良い 発表 内容 で あ って も相手 に と って具 体 的 な メ リッ トが見 い出 せ なけれ ば何

もな らない。

以 上 の よ うな点 を念頭 に おい て企 画作 成 をす る。 あ る程 度 全体 像 が見 えて きた ら、 今度

は発 表 の基 本構 成 を作成 す る。

(1)序論

聞 き手 に本 プ レゼ ソテ ー シ ョソの 目的 を明確 にそれ も短 い 言葉 で伝 え る ことが重
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要、企画 の命 は聞 き手 にとって新鮮 な価値 を提供す るとい う印象 を与えることだ。

(2)本論最初 の5分 間は時 に大切。 うま く聴衆 を話に引 き込 むことが出来れば、スムー

スな展開が可能 になる。

全体像 を頭の中で把握 しなが ら、 メイソポイソ トにふれてい く。論理的に分 か り

やす く、焦点を絞 りこんでい く。正確 な統計数値 や資料 で補完 しなが ら聞 き手 の反

応 を見てお くことも肝要。

(3)結論

話の冒頭 と結末は、聞 き手 の注意が ピー クに達す る。今一度全体の要約を して、

聞 き手になん らかの意思決定 を起 こさせ るような結語で しめ くくる。

(4)質問

プ レゼソテー ショソがスムースに終 った ら、必ず聴衆に質問をなげかけてほ しい。

プ レゼ ソターはその場 の直接 のフ ィー ドバ ックを得 ることをで きる し、積極的 な聞

き手に対 しては最後のだめ押 しをす ることになる効果が期待で きる。

プ レゼ ソターが隠 さずすべて をさらけ出す ことによって、何 よりも聴衆 との間に信頼感

が構築 され るのであ る。

Bプ レゼ ンテーシ ョンスキ ル

消費者 が購買行動 に至 るまでの心理 の変化を表 わ した ものにAIDMAの 法則があ る。つ

まり注 目(Attention)、 興味(lnterest)、 欲求(Desire)、 記憶評価(Memory)そ し

て行動(Action)と い う過程で、 プ レゼソテー シ ョソでは このMか らAに うつ る最終段

階 の心理行動を起 こさせ るのが 目的で ある。

相手に印象づけるとい う効果 を考 えると、一回の 口頭による発表では限界がある。人間

の知覚は、その83%を 視覚でキャ ッチ し、11%を 聴覚でキ ャッチ してい る。すなわち視覚

と聴覚で94%に もお よぶことか ら、視聴覚的 な訴 え方をプ レゼソテー シ ョンにお り込む こ

とは大変有効な方法である。

AV関 係の資料は、スライ ド、VRS、OHPな ど様 々であるが、情報や アイデアの理

解 を助け、印象づけ しやす くなる。 また言葉だけでは伝達 できない情報 を ビジュアル化 に

よって明確 に伝 えることがで きるので有効に活用することである。

ただ し、AV機 器 は、プ レゼ ソターの話の内容を有効 に補完はす るが、用具 自体は ワキ

役 にす ぎない ことを心 してお くべきである。

プ レゼ ンテー ショソスキルで忘れてならないのは、言葉 の速度、抑揚、発音、声量、 リ

ズム、つなぎ言葉、 ジェスチャー、そ してアイ コソタク トなどの ノソバーバルな部分での

留意点である。

特に聞 き手に好印象を与 える努力を、 プレゼソターは惜 しんではならない。 尚ノソバー

バルな コミュニケー シ ョソについては、 スピーチの技術の節で述 べたので ここでは重複 を
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さけ る。

Cパ ーソナ リテ ィ

UCLAの メラビアソ博士の調査 によると、プ レゼ ソテーシ ョソの効果は次 に示 され るよ

うに

人柄に よる場合55%

話 し方 による場合38%

内容による場合7%

内容その ものによる影響ではな く、話 し方や特に人柄 か らか もし出 され る雰囲気 に最 も

影響 され ると説 いてい る。博士 によると、聴衆は左脳の論理(文 章 ・計算)を 司 る部分 よ

り、右脳 の感情(映 像 ・音声)を 司 る部分に訴 えるとより効果 があるとい うことだ。

人 は90秒 か ら120秒 ぐらいの間に、 プ レゼ ソターの品定め をす る。その評価 を生み出す

最大要因は、外見であ る。

聞 き手 に少な くとも悪 い印象 を与 えるよ うな服装は控 えるべ きだろ う。プ レゼ ソターは

演技者であ り、同時 に最高のプ レゼ ソテー ションの演 出家でな くてはならない。

司会者 に一旦紹介 されたら、謙虚 でかつ 自信に満 ちた表情で演台に進む。マイ クの高 さ

をチェ ックして一呼吸おいた後、正確で リズ ミカルなペースで話をスター トす る。

話の途 中ではたえず会場 に出来 る限 り全員の方にアイ コソタク トとスマイルを送 る。説

得の姿勢、間を取 りなが ら本論 にはいる。 その間聴衆の無意識 のシグナル(あ いつちや視

線 など)を 読 み とる。

声に強弱をつけ、たまには ジェスチャーをま じえる。 クライマ ックスに向けて、 自信 に

満 ちたボデ ィラソゲー ジで結語 を述べ る。会場か ら質疑 を応答 した後、謙虚 な姿勢 と感謝

の気持 を込めて挨拶 を終 える。

一 口で好印象 を与 えるプ レゼソテー シ ョソを表現す るのはや さ しいことではないが、最

終的には、 プ レゼソターの話す ことにかける意欲であ ると思 う。 「この ことは どうして も

伝 えたい」 とい う熱意 があれば技術は あとからついて くるものであ る。

(4)デ ィベ ー ト

デ ィベー トとい うものを目のあた りにするのは、 アメ リカ大統領選のあの立会演説会で

ある。お互いに視聴者 に向 って立 った ままの姿 で信条 、意見を述べなが ら相手 より少 しで

も話を有利に展開 してい く。 このルールに もとついてデ ィベー トを見てマスコ ミや大衆は

どの人物 が大統領 に最 もふ さわ しいか を判断する大 きな手がか りとす るのである。

アメ リカ社会では、ギ リシャ時代以来の民主主義の根本思想、つま りア ゴラ(広 場)で

行われ る対話 の中か ら弁証法 が生まれて、そ して哲学、論理学、 さらには科学 へと発展 し

ていった、 この討論 の技術 が現代で も意志決定 の重要 な技法 と して息ずいている。
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従 って彼等は子供 の頃か ら、人前 で自分 の意見を発表す るとい うことを徹底的 に教 え込

まれ、独立心 と論理性 を学んでい く。

広 く裁判 における弁護士 と検事の弁論、また国会 における議員 の代表質問、さ らには国

際会議 のあ らゆ る形式 の基本 も 「デ ィベー ト」か ら来ているといえるだろ う。 つま りデ ィ

ベー トは世界の国々の国際 コミュニケー シ ョソの共通 した概念 といえるのだ。

ところがサ ミッ ト先進7ケ 国の内の 日本だけが、今だに以心伝心の コ ミュニケー シ ョソ

などといった ことで誤解 を生 じさせている。

なぜ 日本だけ この様 な コミュニケーシ ョソのルールが発達 しなかったのだろ うか。名古

屋外国語大学の松本道弘教授 によると、集 団で ものを考え、お互 いに察 しを求 める文化で

は、話 し言葉で相手を論破 して しまうとい うよ うな直接的 な コミュニケーシ ョソは文化的

な背景か らも受け入れ られなかった と述べている。

しか し、 これか らの国際化時代 には、 日本だけが この様 な特殊事情を もっていてはハ ソ

デ ィにこそなれ、 いつ までた って も リーディソグカ ソ トリーにはな り得 ない。

つま り言葉の国の人々には心ではな く言葉 で説明 しなければ伝 わ らないとい うことを認

識すべ きである。論理 的に思考 して論理的に表現す るこの二つの論理能力を持 ち合わせる

彼等 にとって 「沈黙は銀」ではな く 「沈黙 は無」なのであ る。

さてデ ィベー トとは何 か、その定義 を説 明 しよ う。それは、あ る論題 をめ ぐり、二組 に

分 かれた個人 または グループが、フェアプ レーの精神 にの っとったルールに従い、審査員

の前で議論す る方法の ことをい う。

具体的なデ ィベー ト討論の進 め方 と しては、一旦議題が与 え られると、そのテーマに基

づいて資料や デー タを収集す る。例 えば 「Jリ ーグ人気は野球 を しの ぐか」 とい う論題 と

す る場合、新聞や雑誌、また 自分 が査定側 に立 つ時はで きるだけ肯定的 な論拠になるよう

なものを集める。現状及 び将来の問題点、社 会的背景、 などである。それ等 が集 まるとそ

の査定側 の主張を実行す るための企画を練 る。

査定側の論拠 もある程度予想 しなが ら問題 を分析 し、結論 を論理的 にまとめる。

〔デ ィベー ト実例①〕

「Jリ ー グ人気は野球 を しの ぐか」

サ ッカー派Jリ ー グは大変 な人気 を博 してい るが、 もう野球 の人気 を しの ぐ勢 いだ。

野球派 まだまだ野球の人気 にはかなわない。 プ ロ野球 は昭和9年 に 日本に始 ま り、60年

の伝統 がある。 さらに全国高等学校野球大会や都市対抗野球 など、 日本中のスポー

ツファソを沸 かせているのは野球 だ。

サ派 サ ッカーは人類史上最古の球技で、地球上で最 も人気のあるスポーッだ。それ に比

べ野球 の起源 は18世 紀 でたかだか300年 、 日本 にプロ リー グが誕生す るのが遅す ぎ

たのだ。
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野派 流行 らなか ったのは理 由があるか らで、野球 は 日本人の集団意識 を重視す る国民性

に合致 してい るのだ。

サ派 ところがJリ ーグ開幕戦 の人気は異常なフィーバーぶ りで、テ レビの視聴率 も32.4

%で 、巨人 一広島戦 の17.5%を 大 き く上回 った。

野派Jリ ー グ開幕5ゲ ームの観客数 の合計 は11万6000人 で、同 日のプ ロ野球6試 合の合

計18万5000人 に遠 くおよばない。第一年間試合数 が野球 に比べて少なす ぎる。

サ派Jリ ー グは地域 に根 ざ したスポーッ振興 とい う大 きな目的があ る。各 クラブチーム

はホームタウソで、誰 で もスポーツに親 しめるシステムづ くりを義務 づけ られてお

り、 これが今迄 のプロ野球 と根本的に違 うところだ。その証拠 に西武、 ヤクル ト、

ダイエーなどといった企業名はJリ ー グにはついていない。

野派 読売 ヴェルディにはついてい るぞ。

サ派 これだけは例外。そ して何 といって も日本サ ッカー界の悲願 は ワール ドカ ップの招

致 だ。オール ジャパソがアジア地区予選に出て勝てば ワール ドカ ップとい う世界 の

桧舞台で活躍 で きる、それが何 といって もサ ッカーの魅力だ。

野派 日本人の ビジネスは、野球 の話がで きないと話題 について行 かれない面がある。

サ派 そのこと自体 が、国際感覚のなさを表わ して いる。今の小学生達 の人気スポー ツは

既 に野球 を抜 き、サ ッカーになっている事実 をご存知 だろ うか。

野派Jリ ー グがプロ野球 に大 きな刺激 になっていることは確かだ。 しか し長年国民に親

しまれてきた野球の人気がたちどころにサ ッカーに うばわれるとは考 えられない。

ドラフ ト制の見直 しや フ リーエー ジェソ ト制な どの導入が図 られれば、 まだ まだ野

球の人気 には根強い ものがある。

〈解説〉

デ ィベー トの論題 はまず肯定 と否定 に分かれて討論 がで きることであ る。デ ィベー ト討

論会 では あらか じめ論題 が与 えられ ると、そのテーマについて肯定 と否定の両方の立場の

論述 が展開できるように準備 しなげればならない。なぜな ら、議論対決 の場において初 め

て 自分が肯定側か否定側 かとい うことが言いわた され るか らである。

このよ うにす ることに よって、客観的 にテーマについて論述 することが可能 になるので

ある。 デ ィベー トではあま くで も論理 と論理 の戦いで、 自分たちの主張 を可能 な限 り、論

理的 に構築 しなければな らない。(従 って本心 と異なる論点で話 を進 めなければな らない

ことも生 じる。)

デ ィベー トにおけるマナーは、まず年齢 、性別、国籍 、信念、宗教 を問わず平等 だとい

うこと、 また一方的 なたたみかげによる弁説 もよ くない。 つま り必ず相手に反論す る機会

を与 えねばならない。ス ピーチが行 った り来た りしてい るうちに、相手の弱点を見つけな

が ら自分の方へ論理的に有利 に展開 してい くとい った技術 が大切なのであ る。
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〔デ ィベー ト実例②〕

「非 自民連立政権 は長続 きす るか」

賛成派 今般、非 自民連立政権が誕生 したが、38年 間続 き金属疲労 を起 こした 自民党が下

野 した ことはとて も良か った。

反対派 ど うせその うちに野合のポロが出て、国の政策 に支障 を来す ことになるだろ う。

細川内閣はお子様 ラソチだ。

賛成派 お子様 ラソチで も腐 った弁当 よりもよっぽ どま し。それ に75%と い う国民 の高い

支持率 は、田中内閣発足後 の53%を 大 きくしの ぐ史上最高の率だ。

反対派 それで も党派別の支持率 をよ く見 るとやは り自民党が一位 で22%、 日本新党は11

%、 社会党は8%し かない。つ まり今回の内閣は一年以内の ワソポイ ソ トリリー フ

だ。

賛成 派 一・年以上続 くと答えた人 も34%い たので答は五分 と五分。 それ よ りも細川首相 の

米国流の記者会見や議員バ ッチに こだわ らない清新 なイ メー ジは好評だ。国民は今

回の連立政権 の樹立 で 日本の政治改革は大幅に進 むと期待 している。

反対派 官僚 の コソ トロールが以前 にも増 して きつ くなるだろ う。第一国民 が陳情す るの

にもどこの党へ行げばいいのか分からない。 また新生党の裏の支配はマイナスイ メー

ジだ。

賛成派 これ までの 自民党内閣がヤルと言 って先送 りに して きた政治改革を、細川首相は

国民の前で必ず ヤル と公言 したことで、本気 になって信頼 を得 る政治を行 って くれ

ることと思 う。

反対派 それ こそ細川 内閣の命取 りだ。政治の世界は一寸先は闇で、 自民党が政権与党に

返 り咲 くのは時間の問題だ ろう。

〈解説〉

デ ィベー トの論理を展開す るなかで大切 な ことは、相手 の心理 を洞察 し、論理で意見を

くつがえす能力を養 うことだ。 同 じデー タで も読 み方によって肯定的(あ る時には楽観的)

に も否定的(あ る時には悲観的)に も解釈 で きる。

ここで重要な ことはデー タの分量 ではな くデー タを読み取 る力と、いかに分 か りやす く

説得力のある論 旨を展開す るかで ある。

デ ィベー トは当然の ことなが ら相手 があ るので、あ らか じめ想定 された模範解答などな

い。頼れ るのは 自分の頭 と経験 と度胸 だげである。決 して相手の挑発にのって感情的にな

ることをせず、根気 よ く相手をそ して聴衆を説得 しなければ勝てないので ある。

デ ィベ ー トの審 査 は、正 しい判定 があ っては じめて 良い デ ィベー トが成 り立 つ。 デ ィベー

トの審査 につ い て は次 の よ うな ことが大切 で あ る。
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(1)い かなる論題に対 して も偏見 をもたず公平であること。

(2)判 定のポイソ トは、論理性、言語 明瞭性、資料 の的確 さ、反駁の妥 当性、活発度な

どの点に留意す る。

(3)相 手側 に対す る非礼行為、証拠資料の捏造や相手意見 の曲解 などは減点 の対象 とな

るQ

ディベー トの効用 としては次の ような ことが想起 され る。

(1)論 理的に物事 を考 え表現す る能力を養 う。

(2)問 題を発見 し解決する能力を育成す る。

(3)健 全な批判精神 を醸成す る。

(4)情 報 の収集 と分析能力を向上 させる。

デ ィベ ー トの技 術 を体 験 す る ことに よって、 以上 の よ うな能 力 を養 うこ とがで き、 話 し

言葉 に よ るス ピー チ術 を体 得 す る ことに よ って新 しい リー ダー シ ップを身 につげ る ことが

で き るの で あ る。

以上 コ ミュニケー シ ョソの技術 と して、 ス ピーチ、 プ レゼ ソテ ー シ ョソ、そ して デ ィベ ー

トの解 説 を進 め て きた。 現 代 で は これ らの コ ミュニ ケー シ ョソ能 力 は経営 者 や管 理 者 の必

須 能 力 で あ る。近 い将来 、 これ らの能 力 を身 につ けた 国際 コ ミュニ ケ ー ター が誕 生 す る こ

とを強 く望 む の で あ る。
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